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研
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時

資
料
蒐
集
の
方
法

資
料
の
信
頼
度

資
料
の
整
理
方
法

結
果
及
解
釈

結

序

　
こ
の
報
告
は
徳
育
場
の
本
格
的
な
研
究
の
一
部
分
に
つ
い
て
の
最
初
の
発
表
で
あ
る
。
今
日
の
青
少
年
が
、
　
「
こ
れ
は
い
け
な
か

っ
た
、
又
は
悪
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
」
と
考
え
付
い
た
こ
と
、
気
づ
い
た
こ
と
に
ど
ん
な
行
為
が
あ
る
か
？
　
又
悪
い
こ
と
を

　
　
　
徳
育
場
の
研
究
㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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五
〇

し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
た
り
、
気
づ
い
た
そ
の
時
の
青
少
年
の
反
応
即
ち
反
省
の
気
持
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
。

　
小
学
生
前
後
期
、
中
学
二
年
及
高
校
二
年
生
の
四
段
階
に
分
け
て
、
九
州
、
四
国
、
近
畿
、
東
京
、
長
野
、
青
森
及
び
北
海
道
の

七
地
区
か
ら
約
七
千
人
の
資
料
が
集
め
ら
れ
、
そ
れ
に
基
い
て
、
研
究
は
現
在
も
つ
ご
け
ら
れ
て
居
る
。
こ
こ
で
は
小
学
後
期
即
ち

五
年
生
と
高
校
生
に
つ
い
て
の
結
果
の
概
略
を
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
。
特
に
こ
の
年
令
期
の
人
々
が
、
　
「
こ
れ
は
悪
い
こ
と
を
し

て
し
ま
っ
た
、
こ
れ
は
い
け
な
か
っ
た
」
と
自
覚
し
た
時
の
彼
等
の
偽
ら
な
い
純
真
な
気
持
、
即
ち
心
理
的
反
応
を
正
確
に
把
握
し

よ
う
と
す
る
の
が
、
こ
の
論
文
の
主
眼
で
あ
る
。

　
善
悪
正
邪
の
判
断
に
つ
い
て
の
研
究
は
相
当
以
前
か
ら
西
欧
に
も
わ
が
国
に
も
数
多
く
あ
る
。
然
し
、
自
己
の
犯
し
た
悪
行
為
を

自
覚
し
、
そ
の
時
の
本
人
の
反
応
の
研
究
は
未
だ
あ
ま
り
な
い
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
数
年
前
、
青
木
氏
が
小
学
生
・
中
学
生
三
千

余
人
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
居
る
。

　
著
者
は
昭
和
二
七
年
六
月
、
神
戸
市
立
垂
水
小
学
校
で
研
究
調
査
を
し
て
以
来
、
日
本
児
童
生
徒
の
徳
性
行
為
の
場
の
研
究
を
つ

づ
け
、
そ
の
う
ち
で
予
備
研
究
の
結
果
は
既
に
次
の
如
く
報
告
し
た
。

　
　
徳
育
場
の
研
究
0
　
そ
の
意
味
と
作
用
　
人
文
論
究
　
四
巻
五
号
　
昭
二
九
、
一

　
　
　
〃
　
　
　
　
口
　
そ
の
性
格
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
五
巻
一
号
　
昭
二
九
、
六

　
　
　
〃
　
　
　
　
日
　
研
究
の
方
法
　
　
　
　
〃
　
　
　
六
巻
六
号
　
昭
三
一
、
三

　
　
　
〃
　
　
　
　
四
　
予
備
研
究
の
結
果
　
研
究
論
集
　
三
巻
一
号
　
昭
三
一
、
三

　
こ
こ
に
報
告
し
よ
う
と
す
る
本
研
究
対
象
の
撰
択
方
法
、
資
料
蒐
集
の
方
法
、
資
料
整
理
の
技
術
及
び
結
果
の
解
釈
方
法
等
は
、



予
備
研
究
で
用
い
た
も
の
及
び
溜
る
部
分
は
修
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
置
き
言
い
。

目

的

　
悪
い
こ
と
を
し
た
と
現
代
青
少
年
が
気
づ
い
た
時
、
彼
等
は
そ
れ
に
対
し
、
ど
ん
な
に
反
応
す
る
だ
ろ
う
か
？
　
果
し
て
彼
等
は

本
心
か
ら
反
省
し
改
心
し
決
意
し
て
、
再
び
こ
ん
な
こ
と
は
繰
り
返
え
さ
な
い
と
自
己
の
心
に
誓
う
だ
ろ
う
か
？
　
そ
れ
と
も
そ
の

反
対
に
そ
う
し
て
自
認
し
た
悪
行
為
も
、
他
人
に
判
ら
な
い
で
す
む
な
ら
ば
く
り
か
え
し
て
行
っ
て
日
常
の
普
通
行
為
と
な
り
、
遂

に
は
彼
等
の
性
格
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
？
　
そ
の
辺
の
状
態
を
発
掘
し
て
み
た
い
。
そ
の
場
合
、
小
学
生
と
高
校
生

と
の
差
異
即
ち
変
化
も
探
求
し
て
見
占
い
。
即
ち
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
し
度
い
の
は
次
の
四
点
で
あ
る
。

　
　
A
、
悪
行
為
の
一
般
場

　
　
B
、
悪
行
為
の
行
わ
れ
た
場
所

　
　
C
、
悪
行
為
に
お
け
る
人
間
関
係

　
　
D
、
悪
行
為
に
対
す
る
自
己
反
応

悪
行
為
の
具
体
場
（
ω
℃
①
。
5
・
ω
詳
q
p
識
8
）
は
彪
大
な
も
の
で
単
元
構
成
の
機
に
持
ち
越
し
た
。

研
究
対
象
　
　
時

A
、
調
査
対
象

　
徳
育
場
の
研
究
国

五
一



第・表被調査表芸灘：1299

徳
育
場
の
研
究
㈲

週套者i
生徒学生

計女男

112

180

4270

8892
市神戸
市垂水

290170

18098

17270

熊本・市荒尾1120
高松．市栗林18・

　　　　　　1一　　　　　　’
世田谷・山崎1　83

昌
昌

130130

10992

207107

1602

100

長野・市雨宮

青森・村向陽

釧路・市日進

計（小5年生）

280

300

262

155125

155145

131131

102102

305150155

201100101

1450

二神二
二長田
二丁二
二西宮
市神戸
市湊川
計（高2年生）

　
五
二

　
第
一
表
が
示
す
よ
う
に
、

小
学
五
年
生
は
北
海
道
か
ら

熊
本
迄
の
全
国
七
地
区
に
亘

る
自
然
学
級
男
女
生
一
六
〇

二
名
。
高
校
二
年
生
は
、
予

備
調
査
の
示
唆
に
基
き
、
著

者
が
直
接
資
料
蒐
集
指
揮
の

出
来
る
、
身
近
な
兵
庫
県
立

ω

及
び
神
戸
市
立
校
の
特
殊
編
成
学
級
を
除
い
た
一
四
五
〇
名
。
こ
れ
等
の
学
校
は
、
予
備
研
究
の
報
告
に
明
示
し
て
置
い
た
よ
う

に
、
そ
の
市
町
及
び
県
に
於
て
各
小
学
校
高
校
を
代
表
し
得
る
標
準
的
な
も
の
と
云
う
観
点
か
ら
撰
択
さ
れ
た
。

　
B
、
調
査
の
時

　
昭
和
三
〇
年
四
、
五
月
の
間
に
行
わ
れ
た
。

資
料
蒐
集
の
方
法

　
a
、
近
畿
地
区
以
外
の
小
・
中
学
校
は
調
査
の
内
諾
を
得
た
後
、
校
長
宛
に
次
に
あ
る
よ
う
な
調
査
主
首
事
項
、
直
接
生
徒
の
手

記
に
つ
い
て
指
導
に
あ
削
る
担
当
教
官
に
対
し
て
の
実
施
要
領
及
び
注
意
事
項
等
の
記
入
し
て
あ
る
卸
刷
物
を
郵
送
し
沈
。



　
b
、
近
畿
地
区
内
の
学
校
は
、
小
・
申
・
軽
種
を
聞
わ
ず
、
著
者
が
、
当
該
校
に
参
り
、
調
査
学
級
撲
択
に
つ
い
て
打
合
せ
を
レ

た
。
然
る
後
、
決
定
し
た
学
級
の
担
任
又
は
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
指
導
教
官
に
集
っ
て
い
た
だ
き
、
指
示
事
項
を
認
め
た
近
畿
地
区
以
外

に
送
っ
た
と
同
じ
印
刷
物
に
よ
り
説
明
し
又
実
演
し
質
問
に
答
え
、
そ
の
目
的
、
方
法
等
に
つ
い
て
徹
底
を
期
し
た
。

　
　
　
　
児
童
生
徒
の
道
徳
行
為
調
査
に
際
し
担
任
教
官
に
御
願
す
る
事
項

　
目
　
的
　
こ
の
調
査
の
目
的
は
、
児
童
生
徒
の
日
常
道
徳
行
為
の
具
体
的
場
を
集
め
、
同
時
に
、
そ
の
行
為
に
伴
う
道
徳
的
心
情

　
　
　
を
全
国
的
に
知
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
方
　
法
　
所
定
の
用
紙
に
、
一
校
時
（
四
十
分
乃
至
四
十
五
分
）
の
時
間
を
与
え
て
、
児
童
生
徒
に
、
道
徳
的
経
験
と
そ
れ
に
伴

　
　
　
う
道
徳
的
心
情
を
短
く
要
点
的
に
綴
ら
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
実
施
要
領
及
び
注
意
事
項

　
　
1
、
先
ず
こ
の
調
査
が
、
児
童
生
徒
の
成
績
評
価
や
行
動
評
価
と
は
、
無
関
係
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
徹
底
さ
せ
、
調
査
に
対

　
　
　
す
る
危
惧
の
念
を
除
却
し
、
正
直
に
経
験
の
う
ち
で
最
も
印
象
深
い
も
の
を
一
つ
だ
け
か
く
よ
う
に
御
指
導
下
さ
い
。

　
　
2
、
児
童
生
徒
が
、
自
己
の
経
験
を
思
い
出
せ
な
い
時
で
も
、
例
え
ば
と
い
っ
て
、
具
体
的
な
例
を
あ
げ
て
説
明
す
る
こ
と

　
　
　
は
、
絶
対
避
け
て
下
さ
い
。
児
童
が
先
生
の
例
話
に
す
ぐ
ま
ね
を
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
か
ら
。
そ
ん
な
場
合
は
全
く
無
価

　
　
　
値
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
　
3
、
ロ
ハ
、
児
童
に
、
出
来
る
だ
け
広
い
経
験
領
域
か
ら
自
分
の
行
動
を
思
い
起
さ
せ
る
為
に
、
　
『
学
校
や
、
お
家
や
、
道
端
な

　
　
　
ど
で
、
お
友
だ
ち
や
、
家
の
人
や
、
よ
そ
の
人
や
、
動
物
な
ど
に
、
よ
い
こ
と
（
悪
い
こ
と
）
を
し
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

　
　
　
徳
育
場
の
研
究
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



　
　
徳
育
場
の
研
究
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

　
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
一
つ
か
い
て
下
さ
い
。
』
と
云
っ
て
、
想
い
起
さ
せ
る
動
機
を
与
え
て
や
っ
て
下
さ
る
こ
と
は
結
構

　
で
す
。

4
、
記
入
の
時
に
、
（
だ
れ
と
）
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
（
だ
れ
に
）
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
必
要
事
項
で
す

　
か
ら
、
敏
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
児
童
生
徒
に
御
注
意
下
さ
い
。
（
だ
れ
と
）
、
（
だ
れ
に
）
と
い
う
事
項
に
（
　
）
が

　
し
て
あ
る
の
は
、
一
人
で
し
た
場
合
、
又
は
、
だ
れ
に
し
た
と
限
定
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
為
に
、
（
　
）
に
入
れ
て
あ
る

　
　
の
で
す
。
子
供
か
ら
疑
問
が
出
た
場
合
は
、
そ
の
こ
と
を
説
明
し
て
や
っ
て
下
さ
い
。
こ
れ
は
私
の
と
こ
ろ
の
子
供
は
解
ら

　
　
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
ら
、
は
じ
め
に
説
明
し
て
下
さ
い
。

　
5
、
お
手
数
で
す
が
机
聞
巡
視
な
ど
し
て
下
さ
っ
て
、
必
要
記
入
事
項
を
敏
い
て
い
る
子
供
に
は
、
部
分
的
な
指
導
を
し
て
頂

　
　
け
ば
幸
に
思
い
ま
す
。

　
6
、
記
入
に
あ
た
っ
て
は
、
生
徒
間
で
話
し
合
っ
た
り
、
相
談
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
願
い
ま
す
。

　
7
、
中
学
三
年
、
高
等
学
校
の
生
徒
は
記
入
す
る
に
あ
た
っ
て
余
り
や
さ
し
い
の
で
真
剣
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
が
ち
で
す

　
　
が
、
そ
の
結
果
は
そ
の
学
校
の
表
現
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
母
校
の
名
誉
に
か
け
て
も
真
面
目
な
態
度
で
真
実
を
記
入
す
る

　
　
よ
う
御
注
意
下
さ
い
。

　
8
、
方
言
又
は
地
域
独
特
の
表
現
は
標
準
語
で
添
書
を
し
て
下
さ
い
。

　
何
分
や
り
に
く
い
事
と
存
じ
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。

児
童
生
徒
が
自
己
の
徳
行
為
（
上
役
）
言
忌
行
為
（
下
役
）
の
経
験
を
記
入
す
る
用
紙
は
次
の
如
き
も
の
で
N
U
。
×
娼
0
形
に
印



刷
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
学
校
名

v

　
　
　
　
　
　
　
男

学
年
　
　
学
級

　
　
　
　
　
　
女

な
ま
え

　
　
　
　
　
ち
か
ご
ろ

一、

?
ﾈ
た
が
近
頃
こ
れ
は
よ
い
こ
と
　
（
正
し
い
こ
と
）
を

し
た
、
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
か
い
て
く
だ
さ
い
。

1
、
は
じ
め
に
（
だ
れ
と
）
い
つ
、
ど
こ
で
（
だ
れ
に
）

　
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
の
か
そ
の
と
き
の
よ
う
す
や
、
あ

　
な
た
の
し
た
こ
と
な
ど
を
か
い
て
く
だ
さ
い
。

2
、
つ
ぎ
に
、
　
あ
な
た
は
、
ど
う
思
っ
た
か
ら
そ
ん
な
よ

　
い
こ
と
を
し
た
の
で
す
か
、
　
そ
の
時
の
き
も
ち
や
思
つ

　
た
こ
と
を
か
い
て
く
だ
さ
い
。

徳
育
場
の
研
究
価

　
　
　
　
　
ち
か
ご
ろ

二
、
あ
な
た
が
近
頃
、
こ
れ
は
悪
い
こ
と
（
い
け
な
い
こ
と
）

　
を
し
た
、
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
か
い
て
く
だ
さ
い
。

　
1
、
（
だ
れ
と
）
い
つ
、
ど
こ
で
（
だ
れ
に
）
ど
ん
な
こ
と

　
　
を
し
た
の
か
、
　
悪
い
こ
と
を
し
た
時
の
よ
う
す
を
か
い

　
　
て
く
だ
さ
い
。

2
、
そ
の
と
き
あ
な
た
が
あ
と
で
一
番
気
に
か
か
っ
た
こ

　
　
し
ん
ぱ
い

　
と
（
心
配
し
た
こ
と
）
を
か
い
て
く
だ
さ
い
。

五
五



徳
育
場
の
研
究
㈲

五
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
記
に
よ
る
資
料
の
信
頼
度

　
生
徒
の
経
験
を
、
彼
等
自
身
の
手
に
依
り
記
入
さ
せ
る
方
法
が
正
確
な
実
態
を
得
た
か
否
か
を
証
す
る
為
め
に
、
予
備
研
究
に
於

て
六
ケ
月
の
時
間
々
隔
を
お
い
て
、
同
一
児
童
生
徒
に
、
同
一
の
方
法
を
用
い
て
試
し
た
。
そ
の
信
頼
性
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
五

年
生
の
結
果
を
用
い
て
統
計
的
に
扱
っ
て
見
る
と
次
の
如
き
結
果
を
得
た
。

　
　
一
次
二
次
間
の
徳
性
評
価
相
関
係
数
　
　
H
1
1
0
・
O
ω

　
　
一
次
二
次
間
の
経
験
距
離
相
関
係
数
　
　
円
1
1
0
・
日
㊤

　
　
集
団
と
抽
出
検
査
結
果
の
相
関
係
数
　
　
暢
1
1
0
‘
㊤
b
。

　
従
っ
て
、
採
用
し
た
方
法
は
極
め
て
信
頼
度
は
高
く
、
満
足
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
料
の
整
理

整
理
の
方
法
は
予
備
研
究
の
結
果
に
若
干
の
修
正
を
加
え
た
も
の
に
依
っ
た
。

即
ち
異
っ
て
居
る
点
は
、
相
愛
女
子
専
門
学
校
及



び
短
期
大
学
卒
業
生
十
数
名
に
一
定
の
集
計
訓
練
を
施
し
た
後
、
小
・
中
・
高
訓
資
料
の
第
一
次
集
計
を
各
学
級
毎
に
し
た
。
一
方

お
い
て
は
、
同
一
の
資
料
を
予
備
研
究
に
携
わ
っ
た
熟
練
者
数
名
に
よ
り
、
全
く
独
立
的
立
場
に
お
い
て
、
即
ち
小
学
校
資
料
は
主

に
神
戸
市
立
西
灘
小
学
校
の
五
年
生
担
当
S
教
官
、
中
学
校
資
料
は
関
西
学
院
大
学
の
M
及
び
Y
の
大
学
院
一
年
度
生
、
高
校
資
料

は
芦
屋
市
立
山
手
中
学
校
三
年
生
担
当
の
m
教
官
が
、
同
一
の
整
理
指
針
に
従
い
各
々
忠
実
に
分
析
集
計
を
し
た
。
　
（
以
上
の
四
人

は
教
育
学
、
特
に
道
徳
教
育
を
専
攻
さ
れ
た
人
々
で
あ
る
。
）

　
か
く
し
て
、
集
っ
て
来
た
集
計
結
果
と
原
資
料
と
の
照
合
研
究
が
、
著
者
に
残
さ
れ
た
仕
事
で
あ
り
、
三
年
有
余
を
過
ご
し
た
今

春
最
終
の
段
階
に
達
し
た
。
　
こ
の
報
告
に
は
関
係
な
い
が
、
　
徳
育
場
の
研
究
の
一
環
と
し
て
、
　
こ
の
児
童
生
徒
の
日
常
経
験
の
ほ

か
に
、
教
師
及
び
社
会
人
の
意
見
、
経
験
の
蒐
集
も
平
行
的
に
行
わ
れ
て
居
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
置
く
。
以
上
す
べ
て
を
貫
い
て

い
る
整
理
方
法
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
9
、
先
ず
児
童
生
徒
の
手
記
し
た
道
徳
場
及
び
悪
行
為
場
を
通
読
し
、
徳
性
、
悪
徳
性
、
生
活
領
域
、
主
体
客
体
別
、
場
所
、

時
、
主
要
要
因
及
び
反
応
を
各
場
毎
に
メ
モ
形
式
に
依
っ
て
記
録
す
る
。

　
口
、
第
二
に
は
、
具
体
場
（
ω
℃
①
。
三
。
ω
詳
舜
自
。
口
）
を
そ
の
範
疇
又
は
類
別
に
応
じ
半
具
体
又
は
一
般
場
（
σ
q
⑦
昌
興
巴
。
「
。
。
①
ヨ
一
・

σq

@
ロ
①
H
』
。
目
ω
①
巨
・
ω
℃
。
。
聾
。
ω
一
ε
暮
δ
ロ
）
に
ま
と
め
た
。
こ
れ
は
予
て
徳
育
教
材
と
し
て
単
元
構
成
に
重
要
な
役
割
を
果
す
為

め
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
徳
行
為
に
つ
い
て
は
定
義
に
依
り
規
制
さ
れ
た
徳
性
類
別
が
予
備
研
究
の
結
論
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ

た
。
悪
行
為
の
場
合
は
行
為
そ
の
も
の
が
多
分
に
心
理
的
原
因
に
よ
っ
た
も
の
が
あ
る
の
で
一
般
場
に
類
別
作
業
す
る
前
に
、
先
づ

性
格
分
類
を
し
た
。
一
般
場
の
内
容
も
一
つ
一
つ
の
具
体
性
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
出
来
る
限
り
原
表
現
を
生

　
　
　
徳
育
場
の
研
究
㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
　
徳
育
場
の
研
究
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

し
た
も
の
に
ま
と
め
る
方
法
を
用
い
た
。
そ
の
性
格
類
別
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
習
慣
に
よ
る
行
為

　
　
衝
動
に
基
い
た
も
の

　
　
規
則
・
命
令
に
反
す
る
も
の

　
　
過
失
に
よ
る
も
の

　
　
動
機
・
意
図
的
に
否
定
し
た
行
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翰

　
国
、
次
に
、
生
活
領
域
の
基
準
に
依
っ
て
整
理
さ
れ
た
。
こ
の
生
活
領
域
基
準
の
設
定
経
過
及
び
基
準
に
つ
い
て
は
既
に
報
告
さ

れ
て
居
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

　
四
、
第
四
段
階
は
、
児
童
生
徒
の
徳
行
為
及
び
悪
行
為
の
行
わ
れ
た
場
所
を
次
の
基
準
に
よ
り
分
析
整
理
し
た
。

　
　
1
、
家
庭
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
、
家
庭
附
近

　
　
3
、
学
　
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
、
地
域
社
会
（
中
小
市
、
区
、
町
、
村
の
範
囲
）

　
　
5
、
地
方
社
会
（
大
都
市
、
府
県
の
範
囲
）
　
6
、
国
　
内

　
　
7
、
国
　
際
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
、
抽
象
的
共
通
内
容

　
㈲
、
第
五
段
階
に
於
て
は
人
聞
関
係
を
次
の
如
く
分
割
し
た
。

　
　
1
、
道
徳
場
に
於
け
る
主
体
又
は
主
格

　
　
　
い
、
子
　

供
（
私
）
　
　
　
　
　
　
　
い
、
子
　

供



ろ
、
子
供
と
大
人
（
私
の
学
校
で
は
、
私
の

　
家
で
又
は
私
は
お
父
さ
ん
と
の
如
き
）

は
、
子
供
と
子
供
（
私
共
）

に
、
抽
象
的
主
体
（
私
達
日
本
人
の
如
き
）

へほにはろN　　N　　N　　N　　N

抽大大子子
　人　供試
象と　とと
　大　 大子
的人人人供

　
2
、
道
徳
場
に
於
け
る
対
象
又
は
客
体

因
、
道
徳
行
為
場
を
支
配
す
る
心
理
的
要
因

　
1
、
慣
習
性
　
　
　
　
　
　
　
3
、
知
　
性

　
2
、
衝
　
動
　
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
、
価
値
判
断

　
　
い
、
本
能
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
、
反
省
的

　
　
ろ
、
良
心
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
動
機
又
は
意
図
的

　
　
は
、
情
緒
の
綜
合
　
　
　
　
　
　

4
、
其
の
他

㈹
、
悪
行
為
場
に
於
け
る
自
己
反
応
の
基
準
を
次
の
如
く
設
定
し
た
。

　
1
、
他
人
の
批
判
・
制
裁
を
怖
れ
る

　
2
、
他
人
の
批
判
・
制
裁
を
受
け
る
こ
と
を
予
感
予
知
す
る

　
3
、
他
人
の
批
判
・
制
裁
に
依
っ
て
自
己
反
省
し
改
心
の
決
意
を
す
る

　
　
徳
育
場
の
研
究
田

五
九



第2表　悪行為の一般場にまとめた表

性
格
習
慣

衝

動

まとめた具体場

之　ら　し　な　い
失礼・無礼なこと
一六　　　行
不　　　衛

iナ　ん　か　（能動受動）

2壼　　　親
い　　た　ず　　ら
違　　約　　破　　約
悪　　口　・蔭　　口

小5年生

捕％
　　　　　．4
儀・　60　　　　　3．8
生ヨ　16　　　　　1．oL

　　210　　　　13．　1
切「6訓167r
　　252　1　15．7

　　80　　　　　5．0
　　　　　1．O　　IS

一、浪　費（物・壁・精力）

怠　　惰（含ぎぼる）
盗　　み　・欺　　隔

誰　　　　　言．
残　 酷（含いぢめる）

わる遊び（含賭けごと）

暴　　　　　　　　力
不平・不満・立腹
夜　　　遊　　　杢
不　　　正　　　直
非協力・非社会性

　　7責　　任　　回　避
　ltta一’．1．一　　要　（物心両面）

旧悪従順●反酷

過
失
一
嘗
碇
よ

［st　1

旨　61

高2年生
頻釧％

rp．811Et

　　　24
　　　10

40一

Q4…

V5　

V6…

52一

R0「

U5
10
S5」

S0「

V

物をこわす　（不注意で）

無知による誤・過失．
不　　　注　　　意
責任転．．…花一
利　　　己　　　的．

偽　　　　　　養
不　　明・不　　答

計

60
44
61

12

8

10

80

1602

5
…
4
「
6

ろ
一
．
4

7
　

4

2
Q
ゾ
ー

」
・
・

q
U
1
4
6
8
F
D
4

．
　
・
一
●
　
●

　
ワ
臼
2

’Mrr．8

8
　
8
ヅ
5
一
6

2
・
　
3
一
．

一s5

99．8

　5
120
104

122
101

15

1隻
102

27

2
一
3
3

生
5
σ

　82
　51
n一．22m．

　37
55
10

10
129

3．6

L7
．7

3
．
3

　
8 7

コ

7

3
ゆ

8

0
サ

7

0
・

1

拐
…
揺

墨
。
0

2
一
2 7

ロ

5

蜀
捻
3．1

．7

．7

9．0

5
0

1

8
コ

2

8
9

一
　
｝1
0
6

2
一
4
」

3
●

4

3
コ

243

69

7
冒
0

1
厚
0

　
1
1450

1．1

10．3

100．0

小
学
生
で
答
え
な
い
も

て
い
た
事
が
あ
っ
た
。

意
外
に
も
は
っ
き
り
し

は
、
小
学
生
も
高
校
生

も
そ
の
手
記
の
内
容
が

し
く
強
く
憾
じ
る
こ
と

1
、
ま
ず
第
一
に
著

そ
の
結
果
を
み
る
と

第
二
表
に
依
っ
て
、

場 A
、
悪
行
為
の
一
般

　
徳
育
場
の
研
究
鱒

4
、
全
く
自
己
の
良
心
的
衝
動
に
よ
り
ざ
ん
げ
し
改
心
す
る

5
、
悪
い
と
感
じ
な
い
と
自
分
に
云
う

、
最
後
の
段
階
で
は
、
以
上
の
結
果
を
自
分
比
に
換
算
し
て
、

そ
の
結
果
の
意
味
を
吟
味
す
る
こ
と
。

六
〇

結
果
と
そ
の
解
釈



の
が
、
二
一
名
、
内
容
の
判
然
と
し
な
い
も
の
が
、
六
九
名
で
、
　
一
六
〇
二
名
の
う
ち
僅
か
五
％
で
あ
っ
た
。
高
校
生
は
、
何
が
書

い
て
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
云
う
の
が
僅
か
山
名
で
、
答
え
な
い
白
紙
が
一
四
三
名
で
、
殆
ど
一
〇
％
に
達
し
て
お
っ
た
。
こ
の

傾
向
が
、
悪
行
為
全
体
の
内
容
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
年
令
の
進
む
に
つ
れ
て
、
即
ち
生
長
す
る
に
従
っ
て

変
っ
て
行
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

　
2
、
第
二
は
悪
行
為
の
性
格
に
つ
い
て
で
あ
る
。
第
二
表
の
如
く
整
理
し
て
見
る
と
、
青
少
年
の
悪
行
為
は
小
学
生
は
七
四
％
、

高校生

頻i％

小学生

頻　　％

91 6．39．7143慣習

951 65．574．01184動衝

10．　3150

3．450

6．6

5．7

104規則に反す
る及反抗

81四過

4．160

10．3150

．7

8．0

10

@
8
0

意図的

不明・答

1602 99．8　ll　1450　1　99．9計

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
大
部
分
が
教
養
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
て
会
っ
て
も
挨
拶
を
し
な
い
、
相
手
に
連
れ
の
人
を
紹
介
を
し
な
い
、

そ
の
次
に
会
っ
た
時
礼
を
云
わ
な
い
、
と
云
っ
た
よ
う
な
も
の
が
多
い
。

　
　
　
徳
育
場
の
研
究
㈲

高
校
生
は
六
七
％
迄
衝
動
本
能
に
左
右
さ
れ
て
居
る
と
云
う
点
で
あ
る
。
こ
の
発

見
は
、
こ
の
研
究
の
予
記
せ
ざ
る
大
き
な
発
掘
で
あ
っ
た
。
上
の
数
字
が
示
す
ご

と
く
、
規
則
、
命
令
に
反
し
た
行
為
が
ピ
ア
ジ
ェ
（
密
㊤
σ
q
①
峠
）
な
ぞ
が
強
く
云
わ

れ
る
よ
う
に
、
小
学
生
が
七
％
、
高
校
生
は
一
〇
％
の
高
率
を
示
し
て
居
る
。
然

し
小
学
生
の
方
が
、
高
校
生
よ
り
も
低
く
、
そ
の
内
容
も
高
校
生
は
そ
の
場
所
、

人
的
関
係
、
要
素
等
広
範
囲
に
亘
っ
て
居
る
に
反
し
、
小
学
生
は
学
校
の
教
室
、

廊
下
、
遊
び
ご
と
の
如
く
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
悪
行
為
が
習
慣
的
に
な
っ
て
い
た
が
、
悪
い
又
は
好
ま
し
く
な
い
と
悟
っ
た
も

　
　
　
　
例
え
ば
、
人
の
も
の
か
自
分
の
も
の
か
は
っ
き
り
し
た
意
識
が
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
勝
手
で
つ
ま
み
喰
い
、
厄
介
に
な
っ
て
居
る
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
校
生
の
方
が
、
小
学
生
よ
り
低
率
で
あ
る
の
は
自
然
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



　
　
徳
育
場
の
研
究
㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

姿
だ
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
過
失
に
基
い
た
悪
行
為
は
取
り
立
て
て
意
味
の
あ
る
よ
う
に
思
え
な
い
。

然
し
乍
ら
、
は
っ
き
り
し
た
動
機
に
基
い
た
悪
行
為
は
小
学
生
に
は
仇
打
ち
、
憎
し
み
か
ら
来
る
「
お
と
し
入
れ
」
と
云
う
よ
う

な
も
の
は
更
に
な
く
、
軽
い
意
味
で
あ
ん
な
仕
事
は
好
ま
な
い
か
ら
彼
に
や
ら
せ
る
と
云
う
程
度
の
も
の
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
高

校
生
の
場
合
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
意
図
に
基
い
て
計
画
的
で
あ
る
。
然
か
も
、
そ
の
悪
行
為
に
対
し
て
反
省
悔
悟
す
る
と
云
う
反

　
ー
ー
1
1
1
　
　
1
1
」
1
．
1
．
1
1
1
；
：
一
p
ー
ー
I
I
－
I
I
I
ー
ー
．
I
I
　
　
　
　
　
i
I
I
．
，
－
』
ー
ー
1
－
1
一

高校生
反　抗9，0

ノVo．

．
　
－

けんか8．3
いたづら　8．3

∩
乙
　
　
O
Q

41不親切7．7i

5

6．暴
7

破　約7，0
力5．7

だらしない　　3．6

8不　平3．5
，1非協力，．i

lolこわす2．8

IN・．小学生
1一　 一　 一　

1　いたづら　15．71
1．

1二けんか13・1

泣一不親切10・1

4　残　 酷4．7

5　虚　言4．6

∴等、諾lii

e；8 不行儀3．8

：9反　抗3・8
110、こわす3．8

応
が
な
い
許
り
か
当
然
の
帰
結
で
、
む
し
ろ
う
ま
く
行
っ
た
と
の
表

現
さ
え
あ
る
。
若
し
、
こ
の
同
一
高
校
生
に
徳
行
為
が
な
い
と
仮
定

出
来
る
な
ら
ば
、
彼
等
は
本
来
又
は
元
元
的
悪
（
B
口
暮
①
①
＜
ε
で

あ
ろ
う
か
と
疑
う
の
で
あ
る
。
然
し
矛
盾
に
も
他
面
に
於
て
は
多
く

の
善
行
為
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
徳
育
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ

る
。

3
、
悪
行
為
が
衝
動
本
能
に
六
〇
乃
至
七
〇
％
依
っ
て
居
る
と
云

う
事
実
は
前
項
で
明
瞭
に
な
っ
た
。
然
し
今
日
の
青
少
年
の
最
も
多

く
犯
す
悪
徳
行
為
に
つ
い
て
、
そ
の
頻
数
に
基
い
た
％
に
依
っ
て
分

析
し
て
見
る
こ
と
に
す
る
。
再
び
、
第
二
表
を
整
理
し
て
み
る
と
次

の
如
く
、
小
学
生
は
い
た
づ
ら
、
け
ん
か
、
不
親
切
が
断
然
高
率
を



示
し
、
高
校
生
は
反
抗
、
け
ん
か
、
い
た
ず
ら
、
不
親
切
、
破
約
と
云
う
序
列
を
示
し
て
居
る
。
特
に
著
し
い
現
象
は
、
小
学
生
は

い
た
ず
ら
、
け
ん
か
、
不
親
切
の
三
種
の
行
為
で
四
〇
％
を
占
め
て
居
る
に
反
し
、
高
校
生
の
場
合
は
最
初
の
反
抗
、
け
ん
か
、
い

た
ず
ら
の
三
種
で
二
五
％
、
四
位
の
不
親
切
五
位
の
破
約
を
加
え
て
四
〇
％
に
達
す
る
状
態
。
こ
れ
は
高
校
生
は
小
学
生
に
比
し
て

行
動
の
種
類
が
拡
大
さ
れ
て
居
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
け
ん
か
、
い
た
づ
ら
の
行
為
も
高
率
を
示
し
て
は
居
る
が
、
一
位
に
反
抗
不
従
順
を
示
し
て
居
る
の
が
高
校
生
で
、
九
位
に
示
し

て
居
る
の
が
小
学
五
年
生
で
あ
る
。
小
学
生
か
ら
高
校
生
に
七
っ
て
衝
動
本
能
が
如
何
に
発
芽
発
展
し
て
行
く
か
が
、
容
易
に
察
知

出
来
る
。
青
木
氏
は
不
親
切
の
悪
行
為
が
小
・
中
学
生
で
は
最
も
高
い
と
報
告
し
て
居
る
が
、
こ
こ
で
は
、
不
親
切
以
外
の
も
の
が

遙
か
に
高
い
率
を
示
し
て
居
る
。
然
し
年
令
の
進
む
に
従
っ
て
不
親
切
行
為
は
漸
減
の
傾
向
は
一
致
し
て
居
る
。

　
更
に
高
校
生
の
経
験
で
は
、
破
約
、
暴
力
、
非
協
力
行
為
と
云
う
べ
き
も
の
が
、
比
較
的
高
い
率
を
示
し
て
居
る
に
反
し
、
小
学

生
は
残
酷
、
虚
言
、
不
行
儀
の
如
き
が
高
率
を
保
っ
て
い
る
。
こ
の
現
象
も
見
の
が
す
こ
と
の
出
来
な
い
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

　
4
、
こ
の
研
究
で
蒐
集
さ
れ
た
資
料
は
全
国
に
亘
っ
た
も
の
で
あ
る
。
丹
念
に
そ
の
資
料
を
整
理
し
た
結
果
、
都
市
地
域
か
ら
の

資
料
と
農
業
地
域
か
ら
資
料
と
の
間
の
差
異
は
本
質
的
な
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
、
表
現
の
仕
方
に
若
干
の
差
の
あ
る
こ
と
を
認
め

た
。
そ
の
故
に
、
こ
の
報
告
で
は
合
一
し
た
も
の
を
扱
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
報
告
は
全
国
に
通
用
出
来
る
と
思
う
。

　
5
、
第
一
表
が
示
す
よ
う
に
小
学
生
も
高
校
生
も
、
男
女
相
半
ば
し
て
居
る
。
悪
行
為
に
も
判
然
な
る
差
異
は
認
め
ら
れ
た
。
然

し
乍
ら
、
悪
行
為
の
場
の
う
ち
に
現
わ
れ
る
要
素
、
場
所
、
人
間
関
係
等
の
整
理
を
す
る
と
、
男
女
に
区
別
し
て
扱
う
こ
と
に
不
自

然
な
も
の
に
随
所
で
出
合
う
の
で
綜
合
し
た
。
単
元
教
材
に
よ
っ
て
、
学
校
で
徳
育
を
進
め
る
場
合
に
は
綜
合
し
た
基
盤
に
立
つ
事

　
　
　
徳
育
場
の
研
究
㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



　
　
　
徳
育
場
の
研
究
㈲

が
、
合
理
性
豊
か
で
あ
ろ
う
。

　
B
、
悪
行
為
の
行
わ
れ
た
場
所

六
四

第3表　悪行為の使われた場所

高校生一2一年一生＿

頻％

豊
％

翼
下

4
一

30．840052．0791

18．924527．5419

40．252210．6161

4．1534．873

13 1．0

憐
家庭内
家庭附近

学 校

地域社会

地方社会

44 3．44．0

内国

際国

抽　象　的 61

21 P1二『

i3一Co　iioo．6

　1．1

100．　0

17明白

1522計

　
1
、
第
三
表
に
よ
っ
て
吟
味
す
る
。
小
学
生
は
八
○
％
迄

家
庭
及
び
そ
の
附
近
に
お
け
る
経
験
で
あ
る
の
に
対
し
、
高

校
生
は
五
〇
％
を
示
し
て
居
る
。

　
2
、
学
校
と
い
う
場
を
見
る
と
小
学
生
は
一
〇
％
で
あ
る

に
対
し
、
高
校
生
は
四
〇
％
と
云
う
著
し
く
高
い
率
を
持
っ

て
居
る
。
こ
れ
は
高
校
生
の
悪
行
動
が
反
抗
に
せ
よ
、
け
ん

か
に
せ
よ
、
い
た
づ
ら
・
不
親
切
に
せ
よ
、
彼
等
が
居
る
間

又
は
学
校
内
外
に
お
け
る
活
動
の
中
に
お
い
て
行
わ
れ
て
居

る
こ
と
を
意
味
し
て
居
る
。
こ
れ
も
徳
育
の
単
元
な
り
方
法
な
り
に
算
入
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
重
要
な
点
で
あ
る
。

　
3
、
全
国
、
国
際
間
に
亘
っ
た
経
験
は
皆
無
に
等
し
い
。
場
所
に
つ
い
て
は
、
家
庭
及
び
そ
の
附
近
に
お
い
て
の
児
童
生
徒
の
生

活
、
活
動
が
余
り
に
も
高
率
で
あ
る
の
に
当
惑
を
覚
ゆ
る
位
で
あ
る
。

　
C
、
悪
と
さ
れ
る
行
為
に
わ
け
る
人
間
関
係

　
1
、
主
体
を
見
る
と
五
年
生
に
お
い
て
、
個
人
子
供
が
四
〇
％
、
複
数
子
供
が
五
一
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
高
校
生
は
六
〇
％
と

二
五
％
を
示
す
と
云
う
現
象
を
呈
し
て
居
る
。
こ
れ
は
自
然
の
姿
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。



第4表　主体客体関係

生
％

校
．鵠蒙欝

787　1　60．5

7g！－6．1

330　！　25．4

　57

　43

1300

　4．4

　3．6

100．　0

主

子供
k坐i・…

子供と大人〔　64　4．2

　　　［
子供と子供1770［50．6
　　；一T．　1一一tT
　　　　　　431　2．8

体一rt
　I不

抽象鯛
明．@30 2．0

426　i　32．8

　　一．1一．
lss　1　14．2

333　1　2s．6

　　　　1

　一一1

228　］

　　　　1

40　・

13　1

17．5

3．1

i．01

不　　　明． 30

計 15・　22計 ［　15・　22　llOO．　O

小　側
小供と小供［

443　i　29．　1

　　　1

320　1　21．0

　　36

　　39

1300

1　2．s

l　3．O
i
liloo．　O

272 17．9

219

s2　1

76

14．4

5．4

5．0

子供と大人

大 人

1’：1大人と大人

人　と　物　76！5．O

　　i一一抽　象　的…　34　2．2

　　1＝’1
不明17615．0

1522　：100．0計

慰
　
体
（
対
－
彫
i

　
2
、
客
体
即
ち
彼
等
の
悪
行
為

の
対
象
は
、
小
学
生
共
、
同
一
傾

向
に
進
ん
で
居
る
。
対
象
も
個
人

子
供
、
複
数
子
供
が
多
く
、
小
学

校
児
童
に
は
七
六
％
、
高
校
生
に

は
四
八
％
で
あ
る
。
只
、
大
人
の

対
象
は
小
学
生
・
高
校
生
も
共
に

二
〇
％
を
示
し
、
大
人
と
子
供
の

混
合
対
象
は
小
学
生
は
一
八
％
、
高
校
生
は
二
五
％
と
云
う
比
較
的
高
率
を
示
し
て
居
る
こ
と
、
が
目
立
っ
て
居
る
。
こ
れ
は
悪
行

為
の
中
に
大
人
が
常
に
関
連
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
徳
育
上
、
す
こ
ぶ
る
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

D
、
悪
行
為
に
対
す
る
自
己
反
応

1
、
一
応
第
六
表
に
依
っ
て
全
体
を
み
る
と
、
悪
い
行
為
だ
と
し
て
青
少
年
が
反
省
す
る
要
因
に
二
つ
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
自
己

以
外
の
人
と
の
関
連
に
お
い
て
で
あ
る
。
即
ち
、
制
裁
を
恐
れ
る
。
そ
の
予
感
を
も
つ
、
そ
し
て
、
そ
の
恐
怖
心
、
予
感
又
は
不
安

の
た
め
に
改
心
す
る
決
心
を
す
る
、
と
云
う
過
程
を
経
て
居
る
。
　
「
叱
ら
れ
る
」
　
「
叱
ら
れ
た
」
　
「
怒
ら
れ
た
」
「
怒
ら
れ
る
」
「
い

ぢ
め
ら
れ
る
」
「
い
ぢ
め
ら
れ
た
」
「
ひ
ど
い
め
に
あ
う
」
「
ひ
ど
い
め
に
あ
っ
た
」
と
云
う
よ
う
な
も
の
が
、
五
年
生
の
場
合
非
常

に
多
い
。
何
れ
他
の
機
会
に
発
表
出
来
る
と
思
う
が
、
小
学
三
年
生
の
場
合
は
「
打
た
れ
る
か
ら
」
と
云
う
の
が
可
な
り
多
い
。
そ

　
　
徳
育
場
の
研
究
㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



第5表　悪行為に対する自己反応

徳
育
場
の
研
究
国

高校生小学生

頻1％頻1％
14，2

11．8

27．8

33．3

2．8

U，71LZO6
fi，．　w－i，

220

300

402

482

40

37．5602

23．7

L2

80
@
2
0

3

＼謎反応＼＼

他人の批判・制裁を
恐れる

批判・制裁を受ける
予感
批制・制裁に依って
自己反省・改心の決意

全く自己の良心的衝
一動によ塗さ＝んげ・改心

悪いと感じない

O．7102．032明不

10．0140

99．81450

3．048答

99．91602

不

計

に
拠
っ
て
居
る
と
解
釈
出
来
る
の
で
あ
る
。
言
葉
を
か
え
る
な
ら
ば
、

で
あ
る
。
い
わ
ば
、
道
徳
の
未
分
化
状
態
で
あ
る
。
同
時
に
、

徳
規
範
が
彼
等
に
及
ぼ
す
影
響
の
如
何
に
大
で
あ
る
か
が
容
易
に
察
知
出
来
る
の
で
あ
る
。
第
五
表
に
依
っ
て
、

意
識
を
見
る
と
、

　
　
五
年
生
　
　
六
九
、
九
％

　
　
高
校
生
　
　
五
二
、
八
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里

の
反
対
に
、
羽
前
、
高
校
生
に
な
る
と
そ
の
傾
向
が
減
少
し
て
居
る
。

　
青
少
年
以
外
の
人
に
よ
っ
て
反
省
す
る
要
因
に
、
他
人
の
批
判
あ
が

る
。
「
云
わ
れ
る
」
「
う
わ
さ
さ
れ
る
」
「
悪
者
に
さ
れ
る
」
「
遊
ん
で
も

ら
え
な
い
」
「
会
う
の
が
恥
か
し
い
、
怖
い
」
「
友
達
か
ら
云
わ
れ
こ
と

が
気
に
か
か
る
」
と
云
う
よ
う
な
表
現
．
が
可
な
り
多
い
。
そ
し
て
そ
の

傾
向
は
高
校
生
に
断
然
多
い
。
第
六
表
で
は
、
以
上
の
「
叱
ら
れ
る
」

「
ひ
ど
い
め
に
あ
う
」
と
云
う
小
学
五
年
生
に
圧
倒
的
に
多
い
も
の
と
、

高
校
生
に
多
い
「
批
判
さ
れ
る
」
と
は
同
一
の
枠
内
で
整
理
し
た
為
め
、

正
確
な
数
値
で
表
現
出
来
な
い
が
、
共
通
し
た
特
徴
は
、
青
少
年
自
身

に
規
範
と
名
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
な
く
、
全
く
他
律
的
な
も
の

　
　
　
　
自
己
判
断
に
よ
っ
て
の
悪
行
為
の
認
知
で
な
い
と
言
う
こ
と

　
そ
の
青
少
年
の
生
活
根
拠
で
あ
る
そ
の
家
庭
、
学
校
及
び
社
会
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
律
的
反
省



を
示
し
て
居
る
と
云
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
現
代
の
高
校
二
年
生
は
「
日
本
社
会
で
は
、
そ
の
五
三
％
迄
は
自
己
の
道
徳
規
範

と
云
う
べ
き
も
の
は
ま
だ
形
成
さ
れ
て
居
な
い
と
云
い
う
る
の
で
な
か
ろ
う
か
？

　
次
に
、
青
少
年
が
悪
い
行
為
だ
と
し
て
反
省
す
る
要
因
の
も
う
一
つ
の
も
の
に
、
全
く
自
己
の
良
心
的
衝
動
に
そ
の
根
拠
を
も
つ

た
も
の
で
あ
る
。
「
気
し
よ
く
わ
る
く
て
」
「
気
に
か
か
っ
て
」
「
落
ち
付
け
な
い
」
「
う
ろ
た
え
る
」
「
す
ま
な
い
」
「
何
故
こ
ん
な
馬

鹿
な
こ
と
を
し
た
の
か
な
」
　
「
意
志
が
弱
か
っ
た
」
「
自
分
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
怖
く
な
っ
た
「
と
云
う
よ
う
な
反
応
を
示
し
て
居
る
。

　
第
五
表
を
み
る
と
こ
の
種
類
の
反
省
が
、

　
　
小
学
五
年
生
　
　
二
三
、
七
％

　
　
高
校
二
年
生
　
　
三
三
、
三
％

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
己
の
道
徳
規
範
に
照
応
さ
れ
た
結
果
だ
と
見
る
べ
き
で
な
い
か
と
思
推
さ
れ
る
。
そ
こ
で
前
述
の
道
徳
意
識

の
未
分
化
と
の
関
連
に
わ
い
て
、
徳
性
の
発
達
過
程
を
考
察
す
る
と
、

　
第
一
段
階
は
、
　
「
叱
ら
れ
た
」
　
「
怒
ら
れ
た
」
　
「
い
ぢ
め
ら
れ
た
」
　
「
批
判
さ
れ
た
」

　
第
二
段
階
は
、
　
「
叱
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
「
怒
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
「
批
判
さ
れ
る
だ
ろ
う
」

　
第
三
段
階
は
、
　
「
こ
れ
は
し
ま
っ
た
」
「
何
故
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
の
か
」
「
す
ま
な
い
」

と
云
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
経
験
即
ち
教
育
を
経
て
他
律
的
な
状
態
か
ら
、
自
己
意
識
の
申
に
「
こ
う
い
う
こ
と
は
い
け
な
い
、

こ
う
云
う
こ
と
は
悪
い
こ
と
だ
」
と
云
う
理
解
が
生
れ
て
来
る
。
勿
論
、
そ
の
場
合
、
そ
の
経
験
は
極
め
て
具
体
性
を
も
つ
た
「
こ

の
行
為
は
」
、
「
あ
の
行
為
は
」
と
云
う
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
具
体
的
行
為
か
ら
得
た
意
味
が
、
理
解
を
形
成
し
、
そ
の
理
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解
が
知
性
に
発
達
し
、
遂
に
自
己
判
断
と
云
う
段
階
即
ち
規
範
に
移
っ
て
行
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
規
範
と
云
っ
て
も
カ

ン
ト
が
云
っ
て
居
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
全
く
同
じ
程
度
の
規
範
と
は
云
え
な
い
。
社
会
が
持
つ
規
範
は
漠
と
し
た
も
の
、

そ
こ
に
は
頂
と
低
と
が
あ
る
。
そ
の
低
に
達
し
て
も
規
範
で
あ
り
、
そ
の
頂
点
に
達
し
て
も
規
範
で
あ
る
。
そ
こ
に
そ
の
人
の
唯
一

性
的
善
、
即
ち
冒
5
暮
①
σ
q
。
。
鼻
≦
＜
ε
①
が
あ
る
。
こ
れ
が
道
徳
的
個
人
差
で
あ
り
、
人
間
価
値
の
差
異
の
生
ず
る
因
子
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
又
道
徳
的
自
己
判
断
が
ど
う
い
う
風
に
な
さ
れ
る
か
は
、
そ
の
人
個
人
の
先
天
的
唯
一
性

と
後
天
的
取
得
性
の
綜
合
の
決
定
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
個
人
の
数
に
比
例
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
2
、
道
徳
性
の
移
行
又
は
発
達
状
態
の
最
も
端
的
に
現
わ
れ
て
居
る
の
は
第
五
表
に
依
っ
て
明
ら
か
の
如
く
、
他
人
の
批
判
、
例

裁
に
よ
っ
て
反
省
し
、
再
び
こ
の
よ
う
な
悪
い
行
為
は
し
な
い
と
心
に
銘
ず
る
と
反
応
し
た
も
の
が
、

　
　
小
学
生
　
　
三
七
、
五
％

　
　
由
局
校
生
　
　
二
七
、
八
％

で
あ
る
。
こ
れ
は
重
要
な
現
象
で
、
道
徳
教
育
上
、
そ
の
場
所
、
そ
の
人
間
関
係
、
又
は
教
材
、
そ
の
方
法
の
如
何
を
問
わ
ず
、
見

の
が
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
道
徳
的
人
間
の
基
盤
．
即
ち
そ
の
人
の
道
徳
的
規
範
、
は
こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
然
か
も
、
著
者
の
も
っ
た
資
料
が
既
に
明
示
し
た
よ
う
に
、
そ
の
子
供
を
取
り
ま
く
人
々
の
規
範
即
ち
社
会
の
道
徳
的
規

範
が
、
そ
の
子
供
の
道
徳
規
範
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
子
供
の
唯
一
性
即
ち
先
天
的
徳
性
が
低
い
と
し
て
も
、
彼
を
囲
む

社
会
の
徳
性
規
範
が
高
い
と
長
い
時
間
、
多
く
の
経
験
の
影
響
で
彼
の
徳
性
規
範
は
当
然
上
昇
す
る
の
が
教
育
常
識
で
あ
ろ
う
。

　
故
に
、
良
心
約
衝
動
反
応
が
小
学
生
よ
り
高
校
生
の
方
が
一
〇
％
以
上
高
い
と
云
う
現
象
は
、
先
天
性
の
み
に
帰
依
す
る
も
の
で



も
、
社
会
の
規
範
の
み
に
依
る
も
の
で
も
な
く
、
専
ら
そ
の
発
達
過
程
即
ち
前
述
し
た
如
く
、
先
天
的
個
人
差
と
後
天
的
に
取
得
さ

れ
た
も
の
と
の
綜
合
結
果
で
あ
る
と
思
推
し
て
誤
り
な
か
ろ
う
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
高
校
生
の
道
徳
的
発
達
の
結
果
で
あ
る
。

　
3
、
小
学
生
の
方
が
高
校
生
よ
り
も
、
他
人
か
ら
の
制
裁
・
批
判
に
対
す
る
反
応
が
、
七
％
も
高
い
と
云
う
現
象
を
示
し
て
居
る
。

原
資
料
を
再
三
精
密
に
研
べ
て
み
た
が
、
小
学
生
の
方
は
制
裁
の
頻
数
が
著
し
く
多
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
父
母
兄

姉
か
ら
の
体
刑
、
精
神
的
圧
迫
、
仲
間
か
ら
の
破
綻
、
学
校
に
わ
け
る
先
生
の
叱
り
と
云
う
順
に
な
っ
て
居
る
。
こ
れ
は
一
〇
乃
至

一
一
才
の
頃
の
生
活
の
特
徴
と
云
え
る
。

　
4
、
何
れ
発
表
す
る
で
あ
ろ
う
小
学
校
三
年
生
の
反
応
に
は
、
不
快
不
満
足
の
経
験
が
自
己
の
悪
行
為
の
反
省
の
動
機
と
な
っ
て

居
る
も
の
が
、
僅
か
な
が
ら
見
ら
れ
る
。
然
る
に
五
年
生
に
殆
ど
こ
れ
は
見
ら
れ
な
い
。
不
快
不
満
足
と
悪
行
為
の
区
別
が
つ
か
な

い
未
分
化
状
態
と
云
う
よ
う
な
も
の
は
見
当
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
青
木
氏
の
報
告
に
は
異
っ
た
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
不
快
不

満
足
が
悪
行
為
反
省
の
直
接
間
接
強
力
な
原
因
に
な
っ
て
居
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

結

　
A
、
悪
行
為
の
一
般
場
に
つ
い
て

　
一
、
衝
動
に
基
い
た
行
為
が
断
然
多
く
、
小
学
生
が
七
四
％
高
校
生
が
六
七
％
。
次
に
小
学
生
は
慣
習
に
基
く
行
為
が
一
〇
％
、

高
校
生
は
規
則
に
反
す
る
及
び
命
令
に
反
抗
す
る
行
為
が
一
〇
％
。
第
三
に
、
小
学
生
は
規
則
に
反
す
る
行
為
と
反
抗
と
が
、
七
％

弱
、
高
校
生
は
慣
習
に
よ
る
悪
行
為
が
六
％
強
。
意
図
的
動
機
的
悪
行
為
は
小
学
生
に
は
殆
ど
な
く
、
高
校
生
に
は
三
％
強
と
云
う
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差
異
を
示
し
て
居
る
。

　
2
、
最
も
多
い
悪
行
為
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

七
〇

高校　生

直行剰％
生学

為1％

小

圃行
9．0抗11反

8．32［いたづら

8．331けんか
7．7不親切
7．0約破

7．0

5．7

3．6

3．5

3．1

惰
力

63．2

怠
暴
だらしない

不平・立腹

非協力
計

・
・
【
6
⊥
・
．
・
一
画

15．7いたづら

13．1

10．1

けんか

不親切
5．0約破

4．7酷残

4．6

4．1

3．8

3．8

虚 言

不平・立腹

だらしない

：不　行　儀

∴
2
3
4
■
・
一
・

3．8抗反

64．9計

8
9
「
・
・

最
も
特
徴
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
は
小
学
生
で

は
九
位
に
位
す
る
不
従
順
・
反
抗
の
行
為
が
高
校
生
で

は
一
位
を
占
め
て
居
る
事
実
で
あ
る
。
そ
の
他
に
お
い
て

は
、
小
学
生
に
は
臨
写
・
不
行
儀
等
の
行
為
が
表
れ
て
居

る
の
に
対
し
、
高
校
生
は
サ
ボ
ル
即
ち
怠
情
・
暴
力
・
非

協
力
・
非
社
会
性
の
行
為
が
比
較
的
多
い
率
を
示
し
て
い

る
。　

B
、
悪
行
為
の
行
わ
れ
た
場
所

行
為
が
為
さ
れ
た
場
所
と
云
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お

さ
ず
、
最
も
多
く
生
活
し
て
居
る
と
解
し
て
も
よ
い
だ
ろ

う
。
そ
の
結
果
は
、
小
学
生
の
八
○
％
迄
家
庭
内
及
び
そ
の
附
近
で
あ
る
。
高
校
生
は
五
〇
％
で
あ
っ
た
。
学
校
社
会
で
の
行
為
は

小
学
生
は
一
〇
％
で
、
高
校
生
は
四
〇
％
で
あ
る
。
こ
の
高
校
生
の
高
率
は
意
外
な
発
見
で
あ
っ
た
。
全
国
又
は
国
際
と
云
う
場
は

小
学
生
も
高
校
生
も
殆
ど
な
か
っ
た
こ
と
も
期
待
は
ず
れ
で
あ
っ
た
。

　
C
、
悪
行
為
に
お
け
る
人
間
関
係



　
悪
行
為
の
場
に
お
い
て
、
子
供
個
人
及
び
子
供
復
数
が
断
然
多
く
主
体
性
は
小
学
生
は
九
〇
％
、
高
校
生
は
八
六
％
。
客
体
性
は

小
学
生
七
六
％
、
高
校
生
四
八
％
を
示
し
て
居
る
。
子
供
と
大
人
と
の
混
合
対
象
は
小
学
生
が
一
八
％
、
高
校
生
は
二
五
％
で
、
大

人
だ
け
の
対
象
は
小
学
生
も
高
校
生
も
共
に
二
〇
％
と
云
う
高
率
も
示
し
て
居
る
。
こ
の
事
は
、
小
学
生
も
高
校
生
も
、
特
に
後
者

は
悪
行
為
を
行
う
場
合
、
少
く
と
も
四
五
％
迄
は
大
人
が
そ
の
行
為
の
場
に
関
連
し
て
居
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
D
、
悪
行
為
に
対
す
る
自
己
反
応

　
1
、
他
律
的
要
因
に
依
る
反
応
が
断
然
多
く

　
　
小
学
生
は
七
〇
％

　
　
高
校
生
は
五
三
％
　
を
示
し
て
居
る
。

小
学
生
は
他
人
の
制
裁
を
受
け
る
恐
怖
が
大
き
く
、
高
校
生
は
他
人
の
批
判
を
非
常
に
警
戒
し
て
居
る
状
態
が
は
っ
き
り
と
見
え

る
。　

他
人
の
制
裁
、
批
判
に
よ
り
自
己
の
非
を
反
省
し
改
心
の
決
意
を
表
明
し
て
居
る
も
の
が
、

　
　
小
学
生
は
三
七
％

　
　
高
校
生
は
二
八
％
　
と
云
う
率
を
示
し
て
居
る
。

こ
の
傾
向
は
青
少
年
の
道
徳
教
育
上
、
悪
行
為
の
処
理
の
仕
方
に
依
っ
て
は
如
何
に
重
要
な
結
果
を
も
た
ら
す
か
を
有
力
に
も
の
が

た
っ
て
居
る
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
率
は
、
彼
等
は
少
く
と
も
、
再
び
こ
の
種
類
の
悪
行
為
は
繰
り
返
さ

な
い
決
心
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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し
か
る
に
、
制
裁
、
批
判
を
受
け
る
恐
怖
又
は
受
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
予
感
の
た
め
に
、
そ
の
行
為
が
悪
い
と
い
う
こ
と
も
認
知

し
た
の
が
、

　
　
小
学
生
は
三
三
％

　
　
高
校
生
は
二
五
％
　
で
あ
る
。

こ
れ
は
若
し
制
裁
・
批
判
を
受
け
ず
し
て
す
ん
だ
場
台
に
は
、
再
び
同
じ
そ
の
悪
行
為
を
繰
り
返
え
す
可
能
性
が
あ
る
と
云
う
こ
と

も
想
像
出
来
る
の
で
あ
る
。

こ
の
他
人
の
制
裁
・
批
判
に
対
す
る
恐
怖
に
依
っ
て
、
恐
怖
に
向
っ
て
、
そ
の
行
為
の
悪
か
っ
た
事
を
認
知
す
る
と
い
う
心
情
及
び

そ
の
制
裁
・
批
判
と
去
う
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
改
心
す
る
と
云
う
心
情
は
正
し
く
道
徳
性
の
未
分
化
状
態
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
未
分
化
の
段
階
を
経
て
分
化
さ
れ
た
自
律
的
判
断
の
段
階
に
達
す
る
の
が
常
道
発
達
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
2
、
自
律
的
要
因
に
基
く
反
応

　
全
く
自
己
の
良
心
的
衝
動
に
よ
り
、
再
び
同
じ
誤
り
を
繰
り
返
え
さ
な
い
と
決
心
し
た
も
の
が
、

　
　
小
学
生
は
二
四
％

　
　
高
校
生
は
三
三
％
　
で
あ
る
。

こ
れ
等
の
青
少
年
は
既
に
、
少
く
と
も
過
っ
て
犯
し
た
そ
の
行
為
に
対
し
て
は
、
自
己
の
道
徳
的
規
範
が
確
立
し
て
居
る
と
言
っ
て

も
よ
い
と
思
う
。

　
3
、
悪
い
行
為
で
あ
る
と
認
知
し
乍
ら
、
悪
い
こ
と
を
し
た
と
感
じ
て
い
な
い
反
応
が
、



　
　
小
学
生
で
一
、
二
％

　
　
高
校
生
で
二
、
八
％
　
の
率
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
矛
盾
し
た
心
情
は
す
べ
て
複
雑
し
た
要
素
が
、
雑
然
と
し
て
組
み
合
せ
ら
れ
て
居
る
。

に
拠
っ
た
も
の
の
み
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
理
性
知
性
に
よ
る
導
き
が
必
要
で
あ
る
。

4
、
不
答
者
の
問
題

こ
の
研
究
に
お
い
て
、

全
く
手
記
を
し
な
い
青
少
年
が
、

　
　
小
学
生
に
　
三
％

　
　
高
校
生
に
一
〇
％
あ
っ
た
。

答
え
な
い
と
云
う
理
由
は
種
々
あ
る
と
想
像
出
来
る
が
、

い
。

決
し
て
そ
の
す
べ
て
が
、
先
天
的
悪
性

そ
の
中
に
先
天
的
悪
性
の
も
の
が
案
外
多
く
含
ま
れ
て
居
る
か
も
知
れ
な
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定
に
重
要
で
あ
る
の
で
、

活
全
域
に
亘
っ
て
居
る
。

拙
著
　
前
掲

コ
品
Φ
砕
．
貨
ご
↓
7
。
ヨ
。
「
巴
甘
畠
。
貝
∋
①
耳
。
楠
昏
。
。
ピ
一
（
」
　
O
ω
心
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

後
に
つ
づ
く
教
師
及
び
社
会
の
要
求
と
に
ら
み
合
せ
て
人
間
生


